◊ 

滝 田 君に 初めて 会った の は 夏 目先 生のお 宅だった で 

あいにく きおくの こ 

あろう。 が、 生憎 その 時の こと は 何も 記憶に 残って い 

ない。 

くん はじ ぼく ぼく 

滝 田 君の 初めて 僕の 家へ 来たの は 僕の 大学 を 出た 年 

あき ぼく はじ ちゅうおうこう ろん はんけ ち 

の 秋、 II 僕の 初めて 「中央 公論」 へ 「手 巾」 という 

しょうせつ くん ぼく しょうせつ 

小説 を 書いた 時で ある。 滝 田 君 は 僕に その 小説の こ 

と を 「ちょっと 皮肉な ものです な」 といった。 

くん ぼく 

それから 滝 田 君 は 一 一 三 力 月お きに 僕の 家へ 来る よう 

になった。 

◊ 



はる ぽく すくな くったく 

或 年の 春、 僕 は 原稿の 出来ぬ ことに 少 からず 屈託 

していた。 滝 田 君 は その 時 僕の ために 谷 崎 潤 一郎 君の 

しめ じっさい くしん れきれき 

原稿 を 示し、 (それ は 実際 苦心の 痕の歴 々と 見える 原 

ぼく げきれい ぼく 

稿だった。) 大いに 僕 を 激励した。 僕 はこの ために 

ゆうき え 

勇気 を 得て どうにかこう にか 書き上げる 事が 出来た。 

ぼく くん たず 

僕の 方から は あまり 滝 田 君 を 尋ねて いない。 いつも 

ねんまつ もよお くん しょうえん ど せき まつ 

年末に 催 される という 滝 田 君の 招宴 にも 一 度 席 末に 

列した だけで ある。 それ は 確 震災の 前年、 —— 大正 

ねんまつ ぼく よ 

十一 年の 年末だった であろう。 僕 は その 夜 田 山 花 袋、 

高 島 米 峰、 大町 桂月の 諸氏に 初めてお 目に かかる こと 

が 出来た。 



ふかい あた ちが くん ぼく 

不快 を 与えた のに 違いなかった。 滝 田 君 は 僕と 一 しょ 

にいた 佐 佐 木 茂 索 君 を 顧 みながら、 「芥 川さん よりも 

痩せて います か？」 といった。 

滝 田 君の 訃に 接した の は、 十月 二十 七日の 夕刻で あ 

ぼく くん くん 

る。 僕 は 室 生 犀 生 君と 一 しょに 滝 田 君の 家へ 悔みに 

くん にわ めん ざしき まくら よこ 

行った。 滝 田 君 は 庭に 面した 座敷に 北 を 枕に 横た 

わって いた。 死 顔 は 前に 会った 時より 昔の 滝 田 君に 近 

ぼく おく はな 

いものだった。 僕 は そのこと を 奥さんに 話した。 「こ 

れは 水気が 来て おります から、 …… 綿 を 含ませた せい 

おく ぼく 

も あるので ございましよう。 I 奥さん は 僕に こう 



底本" 「大 川の 水 . 追憶 • 本 所 両国 現代 日本の エツ セ 

ィ」 講談社 文芸 文庫、 講談社 

1995 (平成 7) 年 ー 月^日 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本" 「芥川龍之介 全集 第 一 〜九、 一 一 一巻」 岩 

波 書店 

1977 (昭和お) 年 7、 9 〜に 月、 1978 (昭和 

S 年. ー〜 4、 7 月 初版 発行 

入力 ： 向井 樹里 

校正 ： 門 田裕志 

2 oo 5 年 2 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



